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2012年 (平成24年)ll月 5日 (月 曜日) 護 亘 秦 ル 閥

に
目
に
入
る
。
向

島
は
「
塊
ィ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
」

と
言
わ
れ
る
瀬
戸
内
し
ま
な
み

Ｊ
Ｒ
尾
道
駅
の
南
口
を
出
る

　

・―
・１

海
道
の
本
州
側
か
ら

一
番
最
初

の
島
だ
。
島

へ
の
渡
船
で
は
、

2

赤
や
黄
色
な
ど
原
色
の
ウ

エ
ア

を
着
た
若
者
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

用
の
自
転
車
を
手
に
笑
顔
を
は

じ
け
さ
せ
、
太
陽
の
光
を
受
け

た
尾
道
水
道
の
水
面
が
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く

‐。

明
る
く
楽
し
い
向
島
。
そ
の

一
方
で
、
哀
し
い
歴
史
も
あ
る
０

島
の
有
志
ら
で
作
る

「
尾
道

赤
レ
ン
ガ
の
会
」
に
よ
る
と
、

戦
時
中
、
島
の
旧
紡
績
工
場
の

構
内
に
捕
虜
収
容
所
が
あ
り
ヽ

こ
こ
で
イ
ギ
リ

ス
人
捕
虜
２３

人
、
ア
メ
リ
カ
人
捕
虜
１
人
が

死
亡
し
た
と
い
う
。

２
０
０
２
年
３
月
、
市
立
向

島
中
学
校
の
近
く
の
公
園

「
ミ

ニ
パ
ル
コ
　
時
」
に
、
住
民
の

募
金
な
ど
で
日
英
友
好
の
記
念

碑

（
自
御
影
石
製
、
高
さ
２
研

４０
、
最
大
幅
６０
考
）
が
建
て
ら
　
一

れ
た
。
平
和
と
友
好
を
表
す
文
　
一

字
が
刻
ま
れ
ヽ
最
上
部
に
ブ
ロ
　
一

ン
ズ
製
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
時
　
一

の
翼
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
　

　

一

死
亡
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
捕
虜
　
一

の
名
前
を
刻
み
、
旧
紡
績
工
場
　
一

の
赤
れ
ん
が

の
壁

に
据
え
た
　
一

「
日
英
友
好
メ
モ
リ
ア
ル

・
プ
　
一

レ
ー
ト
」
の
移
設
計
画
も
進
む
。
　
一

工
場
は
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
会
　
．

の
メ
ン
バ
ト
ら
が
旧
工
場
の
敷

地
の

一
角

に
赤
れ
ん
が
を
積

み
、
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
よ
う

と
取
り
組
む
。
メ
ン
バ
ー
は
「
歴

史
的
な
遺
産
、
友
好
の
印
と
し

て
残
し
た
い
」
と
言
う
。

．

１０
月
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
サ
ム

・
ハ
リ
ス
さ
ん
（
９２
）
と
ケ
ン

・

ペ

ッ
ト
さ
ん
（
９２
）
が
訪
れ
た
。

２
人
は
向
島
で
収
容
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
が
、
北
海
道
や
台
湾

で
捕
虜
を
経
験
し
た
。

「
多
く

の
人
が
死
ん
だ
。
し
ょ

っ
ち
ゅ

う
殴
ら
れ
た
」

「
と
て
も
寒
か

っ
た
」
な
ど
と
振
り
返
る
。

時
の
翼
を
見
学
し
た
ケ
ン
さ

ん
は

「
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
で
も
私
は
許
す
」
と
ぼ

つ

り
。

「
捕
虜
の
歴
史
が
こ
の
地

に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
碑
に
よ

っ
て
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
」

と
最
後
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

（
立
花
宏
司
）
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公園「 ミニパル コ 時」に

ある平和 と友好を願 う記念

碑 (尾道市・ 向島で )


